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 研究実績の概要

　3Dプリンタには様々な方式があり、用いる材料は主に樹脂や金属である。これらのうち、装置や
材料の扱い易さや運用コストの観点から、樹脂材料を用いた熱溶解積層方式の3Dプリンタが広く用
いられている。本研究は、熱溶解積層方式の3Dプリンタ造形物の機械的性質を調査し、実機部品の
使用方法に適した造形方法について検討することを目的とした。
　このような目的を達成するため、3Dプリンタで造形した試験片を学内既設の万能試験機を用いて
破壊に至るまでの挙動を計測できることを確認した。
　また、本課題の研究費により荷重分解能の高い万能試験機を導入できたので、造形前のフィラメ
ントの機械的性質を測定できることを確認した。これにより、フィラメントの機械的性質と造形物
の機械的性質の関係を実験的に調査する機材を整えることができた。
　一方、3Dプリンタのヘッドノズルから吐出され、直径が細くなった積層直前のフィラメントにつ
いての機械的性質の測定が成功しておらず、これらの機材への習熟と実験の積み上げが今後も必要
である。
　また、応力発光体をフィラメントに塗布することで、視覚的に材料の力学的な挙動を把握できる
可能性があることことから、応力発光体を用いた損傷度評価についても検討した。
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